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中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野

の
学
習
指
導
要
領
は
「
世
界
的
視

野
か
ら
日
本
と
世
界
と
の
交
通
・

通
信
網
の
発
達
の
様
子
や
物
流
を

理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
の

交
通
・
通
信
網
の
整
備
状
況
を
取

り
上
げ
、
日
本
と
世
界
の
結
び
付

き
や
国
内
各
地
の
結
び
付
き
の
特

色
を
大
観
さ
せ
る
」
な
ど
と
し
て

お
り
、
全
中
学
生
は
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
産
業
・
生
活
へ
の
影

響
に
関
す
る
知
識
を
教
科
書
か
ら

習
得
で
き
ま
す
。

時
間
距
離
の

短
縮
と
交
通
網

　

中
国
・
四
国
地
方
の
地
誌
で
は
、

中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野
の

教
科
書
全
て
が
「
本
州
四
国
連
絡

橋
を
始
め
と
す
る
高
速
交
通
体
系

の
整
備
と
そ
の
影
響
」
を
大
き
な

　

日
本
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
道
路
網
、
鉄
道
網
、
航
路
・
航
空
路

網
は
、
わ
が
国
の
経
済
と
国
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
で
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
各
地
域
の
産
業
・
経

済
・
生
活
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
社
会
科

教
科
書
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
と
地
域
間
の
結
び
つ
き
に

つ
い
て
、
多
く
の
気
付
き
と
学
び
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

本
州
四
国
連
絡
橋
の

整
備
と
そ
の
影
響

　

帝
国
書
院
は
、
中
国
・
四
国
地

方
の
交
通
網
の
発
達
の
歴
史
（
海

上
交
通
か
ら
陸
上
交
通
へ
）
／
本

州
四
国
連
絡
橋
の
開
通
と
生
活
環

境
の
変
化
（
移
動
時
間
の
短
縮
、

通
勤
・
通
学
者
数
の
増
加
、
救
急

医
療
圏
の
拡
大
、
地
元
商
店
街
の

売
上
減
少
、
フ
ェ
リ
ー
利
用
者
の

減
少
）
／
高
速
道
路
網
の
整
備
と

工
場
立
地
・
就
労
機
会
の
創
出（
過

疎
対
策
）
／
高
速
道
路
網
の
整
備

と
栽
培
野
菜
の
多
様
化
／
高
速
道

路
網
の
整
備
と
観
光
客
の
増
加
…

…
な
ど
に
６
頁
を
割
き
、
図
表
も

多
用
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

中
部
地
方
の
産
業
発
展

と
高
速
交
通
網

　

中
部
地
方
の
地
誌
で
は
、
ど
の

教
科
書
も
「
産
業
の
発
展
と
高
速

交
通
網
の
整
備
」
を
主
要
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

日
本
文
教
出
版
は
、「
農
業
に

つ
い
て
み
る
と
、
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
っ
て
、
東
海
や
中
央
高
地

で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
、
大
消
費

地
で
あ
る
三
大
都
市
圏
に
出
荷
し

や
す
く
な
り
、
競
争
力
が
高
ま
り

ま
し
た
。
工
業
に
つ
い
て
も
、
三

大
都
市
圏
へ
の
出
荷
や
、
ほ
か
の

工
場
へ
の
部
品
の
出
荷
に
便
利
な

東
海
を
中
心
に
、
新
し
い
工
場
の

建
設
が
進
み
ま
し
た
。
中
京
工
業

地
帯
や
東
海
工
業
地
域
の
発
展

は
、
自
動
車
工
業
の
成
長
に
加
え

て
、
高
速
道
路
の
整
備
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
中
央

高
地
の
観
光
業
も
、
交
通
網
の
整

備
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
新

幹
線
や
高
速
道
路
を
使
う
こ
と

で
、
観
光
地
ま
で
の
所
要
時
間
が

短
く
な
り
、便
利
に
な
り
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
場
所
に
よ
っ
て
は
日

帰
り
観
光
客
が
増
え
、
宿
泊
客
が

の
び
な
や
む
な
ど
の
課
題
も
発
生

し
て
い
ま
す
」と
説
い
て
い
ま
す
。

北
関
東
自
動
車
道
へ
の

期
待

　

関
東
地
方
の
地
誌
で
東
京
書
籍

は
「
埼
玉
県
や
群
馬
、
栃
木
、
茨

城
の
北
関
東
３
県
に
は
、
各
地
に

工
業
団
地
が
見
ら
れ
、
こ
こ
で
生

産
さ
れ
た
製
品
の
多
く
は
、
国
道

な
ど
を
利
用
し
て
東
京
大
都
市
圏

や
東
京
湾
岸
の
貿
易
港
に
輸
送
さ

れ
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
北
関
東

自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
か

ら
、建
設
が
進
む
常
陸
那
珂
港（
茨

城
港
の
常
陸
那
珂
港
区
）
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
関
東
か
ら

貿
易
港
へ
の
輸
送
が
お
お
は
ば
に

改
善
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
北

関
東
と
外
国
と
の
結
び
つ
き
が
強

ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」と
、

開
通
の
影
響
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

道
の
駅
と
地
域
連
携

　

関
東
の
道
の
駅
１
４
９
駅
を
対

象
に
行
わ
れ
た
「
関
東
道
の
駅
ア

ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
で
、
群
馬
県

川
場
村
の
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」

が
、
来
訪
者
の
調
査
な
ど
を
元
に

選
定
委
員
が
30
駅
を
選
ん
だ
『
プ

レ
ミ
ア
ム
30
』、
一
般
か
ら
の
Ｗ

ｅ
ｂ
投
票
で
決
定
す
る
ユ
ー
ザ
ー

賞
『
み
ん
な
の
Ｎ
ｏ
・
１
』
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
改
善
へ

の
関
係
者
の
努
力
の
結
果
で
す

が
、
背
景
に
は
「
第
二
ふ
る
さ

と
」
づ
く
り
を
進
め
る
東
京
世
田

谷
区
と
「
職
業
と
観
光
」
を
柱
に

地
域
交
流
を
進
め
る
川
場
村
と
の

地
域
連
携
（
区
民
健
康
村
相
互
協

力
協
定
の
締
結
＝
教
育
出
版
社
の

教
科
書
に
掲
載
）
や
、
関
越
自
動

車
道
整
備
の
影
響
が
あ
る
と
考
え

　「朝東京駅発 ､好晴 ､ 八時発 ｡ 梅花的れ
き。岐阜辺より雨になる ｡展望車に外国人
男二人、女五人許（ばかり）」（大正 4年 3
月 19日『漱石日記』）。
　東京発下関行き特別急行列車で京都に向
かった夏目漱石 49歳の春、人生最後の京
都旅行の序文です。
　東京駅は 3カ月前の大正 3年 12月に開
業したばかりの絢爛豪華な駅舎。新橋から
伸びた赤煉瓦の高架軌道と併せ、明治の巨
大プロジェクトの威信をかけた事業の外観
は偉容を誇っていたでしょう。
　しかし、真新しいプラットフォームに立

った明治の文豪の筆により描写が冴えるか
と思いきや、漱石の作品や記録には綺羅び
やかなる記述はありません。唯一、漱石の
作品では「停車場」と記していた鉄道施設
が、『漱石日記』で初めて「駅」と書き留
めた程度です。
　日記の文章では小さな変化ながら、社会
的には以後、鉄道施設は「停車場」から「駅」
へと言葉も定着し、「駅」がその地域のシ
ンボリックなランドマークへと変貌をとげ
ていくことになります。
　東京駅は本年 12月で開業百周年。対す
る「道の駅」はまだ 20年ほどながら、日
本人に新たな「駅」として認知されまし
た。その道の駅も、百年後の新たな地域の
シンボルとなることへ向けて始動していま
す。徐々に始まった道の駅「第2ステージ」
に期待しましょう。

シリーズ「国土教育」 交通インフラと地域の結びつきを学ぶ

地域間の結びつき強め産業・経済・生活に変化

ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

地
域
の
個
性
・
努
力
が

魅
力
あ
る
地
方
を
創
生

　

高
速
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
に
つ

れ
、
地
域
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
一
層
生
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
地

に
適
し
た
も
の
を
生
産
し
、
地
域

固
有
の
文
化
・
環
境
を
生
か
す
こ

と
で
、
競
争
力
が
上
が
る
の
で

す
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
そ

れ
を
生
か
そ
う
と
す
る
地
域
・
関

係
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
、
魅
力

あ
る
地
方
の
創
生
に
つ
な
が
る
の

で
す
。（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト
　

森
田
康
夫
）

７

淡路島

小豆島

大阪
神戸

和歌山

岡山

広島

西瀬戸
自動車道

瀬戸中央
自動車道

阪
神
淡
路
鳴
門

自
動
車
道

高知

高松

徳島松山

川場田園プラザ

湧水の郷しおや
伴瀬竹一支配人

　西に日光連山、南に鬼怒川の清流、

栃木県塩谷町船生 3733-1
国道 461 号　TEL.0287-41-6101

北に高原山を望み、中腹より湧き出す「尚仁沢湧
水」は名水百選と利き水日本一に選ばれています。
自然に恵まれた環境に加え地元産農産物直売所や
湧水そば、オリジナルグルメ等が好評で、憩いの
施設としてご利用いただいております。

水の郷さわら
山岸礼治郎ゼネラルマネージャー

　水郷筑波国定公園の利根川入江にあ

千葉県香取市佐原イ 3981-2
国道 356 号　TEL.0478-50-1183

り、カヌーやバードウォッチングも楽しめます。
水郷のお米や野菜、果物を豊富に取り揃えており
ます。毎年11月～翌年GW頃まで、香取市産の
さつま芋で作る焼き芋が大好評をいただいており
ます。小江戸と呼ばれる古い街並みも近くです。

あわくらんど
小林達樹支配人

　山陰と山陽の中間点、鳥取自動車道

岡山県西粟倉村影石 418
国道 373 号　TEL.0868-79-2331

西粟倉 IC近くの自然豊かなところです。両地域
の銘菓、地元の特産品や加工品のお土産、新鮮な
野菜・フルーツを販売中。あわくら米粉、岡山桃
太郎トマト、鳥取あご（飛び魚）とカツの出合い
による「あわくらDe愛バーガー」が人気です。


